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予防接種間違いの内訳 / ⽐較 愛知県（2022年度） 愛知県（2019年度） 全国（2018年度）

接種間隔の間違い 58.8 % 65.1 % 56.3 %
不必要な接種 17.4 % 11.9 % 16.2 %
有効期限切れワクチンの使⽤ 4.2 % 2.8 % 1.7 %
ワクチンの種類の間違い 2.8 % 2.0 % 2.7 %
対象者誤認 1.9 % 3.6 % 1.1 %
接種量の間違い 1.2 % 1.6 % 2.1 %
不適切な接種器具の扱い 0.9 % 0.4 % 0.2 %
接種部位・投与⽅法の間違い 0.7 % 1.4 % 0.4 %
ワクチンの不適切な保管 - % 0.2 % 0.2 %

第41回 厚⽣科学審議会 予防接種・ワクチン分科会予防接種基本⽅針部会(2020年11⽉9⽇開催)資料より ⼀部改変
 愛知県の予防接種に関する取組について[https://www.achmc.pref.aichi.jp/sector/hoken/20201206/1206_2.pdf]

有効期限切れワクチンの使⽤

ワクチンの不適切な保管



第32回 厚⽣科学審議会 予防接種・ワクチン分科会予防接種基本⽅針部会(2019年08⽉7⽇開催)資料より ⼀部改変
第41回 厚⽣科学審議会 予防接種・ワクチン分科会予防接種基本⽅針部会(2020年11⽉9⽇開催)資料より ⼀部改変

有効期限切れワクチンの使⽤

ワクチンの不適切な保管

- ⿇しん⾵しん混合ワクチン（61件）、B型肝炎ワクチン（22件）が多い
- インフルエンザワクチン（有効期限内だが、昨シーズンのものを接種）

- 保管冷蔵庫の温度が上昇（6件）
-（マルチドーズワクチンの）残液を破棄せず、再利⽤した（3件）
- 1週間前に開封済みの仮置き状態で冷蔵保存されたＤTワクチン接種した
- 冷蔵されていないワクチンを接種した



学習⽬標

- ワクチンの在庫管理の基本・制度を理解する

- ⾃施設の現状を評価し、必要な改善を提案できる

- 在庫管理について、スタッフに教育・指導ができる



ワクチン類の取り扱い ⾏政通知
⽣物由来の原料が使⽤されており極めて不安定な製剤なので、

ワクチンの有効性や安全性を保持するために、
その取り扱いについて、いくつかの⾏政通知が出されている

1966 年
昭和41年

予防接種ワクチンの
取り扱いについて

-⽣物学的製剤基準の定める貯蔵条件を保つこと（遮光など）
- 種類によって区分して貯蔵すること
- 厳重に保管し、責任者による現物確認を⾏うこと など

1967 年
昭和42年

ワクチン等⽣物学的製剤の
取り扱いについて

-ワクチンの温度管理について管理体制を強化せよ
- 貯蔵設備（収容能⼒＋貯蔵温度を保つ性能がある）
- ⾃記温度計による記録を2年間保存

1970 年
昭和45年

ワクチン等⽣物学的製剤の
適正な取り扱いについて - 運搬中および貯蔵する際の温度管理の適正化を, より強化せよ

2005 年
平成17年

定期の予防接種による
事故の防⽌について

- 期限切れのポリオワクチンの誤接種が相次いだことをうけ、
ワクチンの供給および在庫管理体制を強化せよ



ワクチン類の取り扱い ポイント

温度
管理

在庫
管理遮光
「期限切れ」
を防ぐために･･･



ワクチン類の取り扱い ポイント

遮光
“⼆次包装”による遮光

通常の保管・輸送で遮光性は保たれている
と考えてよい

!"#$

%"#$



ワクチン類の取り扱い ポイント

遮光



ワクチン保管に必要となる

温度管理とは !?



熱への感受性

凍結への感受性

特に弱い

弱くない

弱くない 特に弱い無関係

線より左側にある
ワクチンは
凍結によって
ダメージ受けない

ワクチンの形状

凍結乾燥

液体（アジュバントなし）

液体（アルミニウム塩の
アジュバントあり）

WHO & PATH; Temperature sensitivity of vaccines, 2014
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ワクチンの形状
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液体（アジュバントなし）

液体（アルミニウム塩の
アジュバントあり）

WHO & PATH; Temperature sensitivity of vaccines, 2014

ワクチン 熱に弱く、凍結にも弱い



例）ワクチンを凍結 させると･･･

適温で保存したワクチン
（アルミニウム塩のアジュバント）

-18℃で保存したワクチン
（アルミニウム塩が凝集）

WHO, Immunization, Vaccine and Biologicals; Temperature sensitivity of vaccines



どのワクチンにとっても適温である 2〜8℃を保ちながら、
輸送・保管するシステム (設備や⼈員) が必要



製造 流通 医療施設
に到着

施設内
で保管 接種

製造業者 配送業者
販売元 医療機関



各医療機関で⾏う

①

②
③



① コンセントを抜かないことを明記

※ スイッチと連動した
コンセントは使⽤しない
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（張り紙やマーキングなど）



各医療機関で⾏う
②

③

①



② 冷蔵庫/冷凍庫の機能を確認

8℃以上になるとアラームが鳴り、
異常を⽰すランプが点灯

⾃動記録⽤紙 等をオプションで加える部分

品⽬や数量に⾒合った収容能⼒があることを確認





http://www.wakutin.or.jp/public/pdf/hokan_ondo.pdf
⽇本ワクチン産業協会



8℃以上になるとアラームが鳴り、
異常を⽰すランプが点灯

（ワクチン類の管理温度に関するパンフレット）

② 冷蔵庫/冷凍庫の機能を確認

⾃動記録⽤紙 等をオプションで加える部分

品⽬や数量に⾒合った収容能⼒があることを確認



各医療機関で⾏う
②

③

①



③ 保管責任者＋⾃記温度計の確認

保管責任者を定め、適正温度が維持されているか
毎⽇定期的にその確認を⾏う

⾃記温度計による記録を確認し、
その記録を2年間保存する

冷蔵庫の温度を変更できる⼈を制限する



⽇時 温度 担当者
8/1 5℃ すずき
8/2 5℃ さとう
8/3 5℃ たなか
8/4 5℃ すずき
8/5 5℃ さとう
8/6 5℃ たなか
8/7 5℃ すずき
8/8 4℃ さとう
8/9 5℃ たなか
･･･ ･･･ ･･･

庫内温度 記録⽤紙

温度計の温度を記録し
ファイリング

⾃動記録⽤紙の値を
定期的に確認



各医療機関で⾏う
②

③

①



各医療機関で⾏う
1. 庫内に空気の流れができるようにする
- 種類別に容器に⼊れる
- ワクチン容器と冷蔵庫の壁の間を空ける（5〜7.5cm）

2. 元々⼊っている箱のままで保管（遮光）
3. 期限切れの早いワクチンを⼿前に置く

冷⾵が直接当たる場所にワクチンを置かない（凍結のリスク） 

扉が閉まっていることを確認する
扉の開け閉めは必要最⼩限に留める

ワクチンが届いたら、すぐに冷蔵庫/冷凍庫へ 





ワクチン類の取り扱い ポイント

温度
管理遮光



ワクチンは様々な理由で
供給が不安定になる･･･

時期 きっかけ 影響を受けたワクチン

2016年4⽉ 熊本地震による被災
B型肝炎ワクチン
インフルエンザワクチン
⽇本脳炎ワクチン

2016年8⽉ 製造メーカーの1社の供給量が低下
＋⿇しんの広域的発⽣（需要増） ⿇しんワクチン

2021年1⽉ 阪⼤微⽣物病研究会での
ワクチン製造上の問題 特に、⽇本脳炎ワクチン



ワクチンの
供給が不安定

ストックして
おきたい !

庫内の
循環不良

在庫
ローテーション

不良

凍結
不適切な保存 有効期限切れ

使⽤できない
ワクチン増

不採算

余分な
ストック



定期的な定数の⾒直しも重要（薬事委員会など）

需要に
⾒合った

供給需要



期限切れが近いワクチン
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＜停電する前の準備＞
- 凍らせた保冷剤や氷を庫内に⼊れる

（ワクチンと直接接触しないように配置）
- 庫内温度を温度計でモニターできるようにする

＜停電時＞
- 開閉頻度を減らして、庫内の温度を維持する

＜停電後の対応＞
- 庫内温度が適温（2〜5℃）で維持できていたかを

温度計で確認
- 維持できていた → ワクチンは使⽤可能
- 保管温度以上に上昇 → ワクチンは破棄

こどもとおとなのワクチンサイト：
https://www.vaccine4all.jp/topics_M-detail.php?tid=14



まとめ

温度
管理

在庫
管理遮光

- ⼆重包装 - COLD CHAIN
- 電源・コンセント
- 冷蔵庫の機能
- 保管責任者/記録
- 冷蔵庫の中

- 需要と供給
- 定数の⾒直し
- 停電時の対応策



参考資料

https://www.cdc.gov/vaccines/hcp/admin/storage/index.html



⽇本ワクチン産業協会
予防接種に関するQ&A集 2022 

参考












